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春
の
全
道
火
災
予
防
運
動
の

実
施
に
つ
い
て

統
一
標
語

　『
守
り
た
い

　
未
来
が
あ
る
か
ら

火
の
用
心
』

　
４
月
20
日（
日
）か
ら
30
日（
水
）

ま
で
全
道
一
斉
に
春
の
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
空
気
が

乾
燥
し
、
火
災
が
特
に
発
生
し
や

す
く
な
る
こ
の
時
季
に
、
火
災
予

防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、

火
災
発
生
の
防
止
、
死
傷
事
故
や

財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
期
間
中
、
消
防
車
両
に
よ
る
火

災
予
防
広
報
や
午
後
７
時
に
サ
イ

レ
ン
を
吹
鳴
す
る
な
ど
、
安
全
で

安
心
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
各

種
行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ご

理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
春
は
、
新
し
い
息
吹
が
芽
生
え

る
と
と
も
に
、
枯
れ
草
が
目
に
付

く
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
時

季
は
空
気
が
乾
燥
し
て
お
り
農

火
入
れ
の
時
季
と
な
り
ま
し
た

室蘭・登別・西胆振３消防本部の

通信指令業務共同化
について

　現在、３消防本部ではそれぞれの通信指令室で
119 番通報を受け災害地点を特定し、消防車や救
急車を出動させています。このような通信指令業
務を室蘭市消防本部内の新たな消防通信指令セン
ターに集約し 119 番通報を受付することに加え、
消防車や救急車の出動を一括で管理することで迅
速な出動につなげることが可能になります。
　また、管轄消防本部だけでは対応できない災害
が発生すると他消防本部の応援を受けますが、応
援を受けるには電話での依頼となるため時間がか
かります。このような手続きの時間を無くし、迅
速な出動に繋げることも通信指令業務共同化の狙
いとなり、2025 年度（令和 7 年度）中の運用開
始に向けて準備を進めています。

【現状のイメージ】

【通信指令業務共同化後のイメージ】

始に向けて準備を進めています。

地
な
ど
で
枯
れ
草
焼
き
の
最
中
、

周
囲
に
一
気
に
燃
え
移
る
な
ど
、

ち
ょ
っ
と
し
た
火
の
不
始
末
で
火

災
に
な
る
危
険
性
が
高
く
、
消
防

車
の
出
動
す
る
機
会
が
多
い
時
季

で
も
あ
り
ま
す
。

　
火
入
れ
を
行
う
場
合
は
、
消
火

の
準
備
、
周
り
に
燃
え
移
ら
な
い

場
所
で
の
実
施
、
風
の
強
い
日
は

延
期
す
る
な
ど
火
災
の
発
生
に
注

意
し
、
必
ず
事
前
に
消
防
署
へ
電

話
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
案
内
ダ
イ
ヤ
ル
の
お
知
ら
せ

　
西
胆
振
行
政
事
務
組
合
消
防
本

部
で
は
消
防
車
が
火
災
出
動
し
た

場
合
、
自
動
音
声
に
よ
る
災
害
案

内
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
災
害
案
内
：
０
１
４
２

－

23

－

７
１
７
１
】

消
防
だ
よ
り
119119


